
平成24年6月9日（土）
さいたま市記念総合体育館
Ａブロック第1回戦

5 1st 23
11 2nd 19
19 3rd 15

17 4th 16

番 得

号 点 成功 試行 成功 試行 成功 試行 ＯＦ ＤＦ

4 日野　成実 5 0 2 0 4 5 5 0 1 0 2 1 0 0
5 米澤　美里 4 0 0 2 4 0 0 1 4 6 5 1 3 4
6 蛭田　明香里 8 0 1 3 17 2 3 1 4 9 2 0 1 2
7 菅谷　真希 8 0 0 4 11 0 0 2 0 3 2 3 0 4
8 寶川　美月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 須山　菜月 3 1 3 0 3 0 0 2 1 2 2 0 0 2
10 松沢　あい 0 戦　評
11 古堅　由希乃 12 1 5 3 10 3 3 2 0 2 2 2 1 0
12 山田　祐里奈 0
13 若林　晶子 6 0 0 3 7 0 0 2 0 1 1 2 0 5
14 向井　愛 6 0 0 3 5 0 0 2 0 2 2 0 0 1
15 福﨑　万依子 0
16 安藤　優花 0
17 佐久間　琴美 0
18 石黒　綾菜 0
コーチ 0 1 2

52 2 11 18 61 10 11 12 10 25 18 9 5 18
確率 計 35

番 得

号 点 成功 試行 成功 試行 成功 試行 ＯＦ ＤＦ

4 芳賀　成美 2 0 0 1 2 0 0 0 2 1 0 0 0 0
5 佐藤　理沙 4 0 0 2 6 0 0 2 1 5 1 2 0 1
6 西澤　瑠乃 12 0 3 6 8 0 0 1 0 3 3 9 0 4
7 清水　実麻 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1
8 小山　真実 20 0 1 9 26 2 3 0 3 9 0 1 4 3
9 田口　明佳莉 9 3 6 0 2 0 0 1 2 2 1 4 0 4
10 村岡　美英 3 0 2 1 4 1 2 1 0 2 1 2 0 2
11 川原　明香里 0
12 赤穂　さくら 15 0 0 7 12 1 1 1 6 8 4 2 1 2
13 千葉　春花 5 1 2 1 2 0 0 1 0 4 0 4 0 4
14 内田　蛍 3 0 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1
15 鏡　亜矢子 0
16 渡部　友里奈 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
17 北條　彩佳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
18 稲垣　世羅 0
コーチ 0 4 5 1
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２分毎による得点の推移 
文化学園大学杉並 昭和学院 

  昭和学院の高さを文大杉並がスピードでどう切り崩すかが注目の一戦である。                                           

第１Ｐ、文大杉並はオールコートマンツーマンディフェンス、昭和学院はハーフコートマ

ンツーマンディフェンスでスタートする。先手を取ったのは昭和学院。高さを活かした

ディフェンスからアーリーオフェンスに持ち込み、＃９田口の３Pシュート、#６西澤のド

ライブインシュートで得点しリードする。一方の文大杉並は昭和学院の高さを意識し、

得点できずに苦しむ。                                                            

第２Ｐ、試合の流れを掴みたい文大杉並は＃１１古堅のドライブインシュート、３Ｐ

シュートで点差を縮めようとする。ディフェンスでもインサイドの守りを固めて得点を抑

えようとするが、昭和学院の＃８小山、＃１２赤穂にボールを集められ、得点を許して

しまう。その後も文大杉並は＃４日野がファールをもらいフリースローで得点をする

が、昭和学院の高さを崩すには至らない。昭和学院が２６点リードをし前半を終了す

る。                                                                                                                                                 

第３Ｐ、文大杉並はディフェンスを強め、昭和学院のミスを誘う。＃６蛭田のレイアップ

シュート、＃７菅谷のミドルシュート、ドライブインシュート等思い切りのいいシュートで

得点し点差を縮める。得点が伸びず苦しむ昭和学院であったが、＃６西澤のミドル

シュートが決まり、嫌なムードを断ち切る。                                                                                                                      

第４Ｐ、開始直後から文大杉並はスピードを活かした攻撃で得点する。＃７菅谷のドラ

イブインシュートが決まり追い上げる。しかし後半は疲れからか無理なシュートが目立

ち、シュートが決まらない。一方昭和学院は落ち着いて内外バランスよく得点する。結

局、前半のリードを守りきる形で昭和学院が危なげなく勝利した。 

 



73 4 14 28 63 5 7 8 14 36 10 24 5 24
確率 計 5028.6% 44.4% 71.4%
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